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研究成果の概要（和文）：視覚障害者向け訓練施設が全国に70か所あるが，その分布は大都市圏に集中してい
る．県によっては施設が一か所もないなど全国的に地域格差が激しいため地方の視覚障害者が施設へ通うには移
動手段や費用，時間的な負担が大きい．
一方，クラウド技術の発展で利用者の位置に依らないサービス提供が可能となった．各サービスではファイル共
有やネットミーティングを実現している．
そこで我々はクラウドサービスを利用して「就労支援訓練」に含まれるパソコン操作について，視覚障害を持つ
学習者が自宅でも訓練を実施し，支援員からサポートを受けられる「学習支援システム」を構築した．

研究成果の概要（英文）：According to the domestic estimate of population of the physical 
disabilities, there are 61,000 visually impaired people who are not in any living support center and
 able to be hired (aged 18 to 59) in Japan. Recently, the number of employment of the visually 
impaired in administrative work is increasing. To get such kind of job, it is necessary to gain IT 
skills. It is desirable that they are trained how to use computer at living support centers for the 
visually impaired. However, there are only a few support centers and also the centers are mostly 
around the metropolitan area so there is a disparity among regions. On the other hand, online 
service is getting not to depend on regions because of cloud services. Therefore, we constructed a 
study support system with Office365, a cloud service, to help visually impaired people and their 
supporters who want to study even though they are at home. Also the system is evaluated at an 
independent living support center for the visually impaired.

研究分野：情報工学

キーワード： 視覚障害者　就労支援　Office365　遠隔教育
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様 式

１．研究開始当初の背景
全国には約
自立した生活を営み、就労するためには、単
独歩行やパソコン利用などの日常生活に関
する訓練（以下、生活訓練）が必要である。
生活訓練を必要とする障害者は、一般的には
障害等級
程度である。つまり、約
生活訓練を受けるべき状況にある。
生活訓練機関は全国で
大阪などの大都市圏には、複数機関が設置、
支援員も複数人が配置されており、毎日訓練
を受けることも可能な状況にある。一方それ
以外の地域では、各県１ヶ所程度であるが、
東北６県では仙台市のみに設置されている
地域が存在するなど、地域格差が激しい。ま
た支援員についても、その多くが１名程度で
あり、高知県では１名で県下全域を対象に訪
問による訓練を実施している機関もある。こ
の状況は、地域により自立までに時間を要し
たり、就労に結びつかないなどの地域格差が
生じるとともに、生活全般の質を低下させて
いるといえる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一方、平成
雇用促進法」では、企業は２％の障害者を社
員として雇用せねばならないとしている。視
覚障害者の多くは、事務職員等として雇用さ
れているのが実態であるため、パソコン操作
などの
 
研究者はこれまで、視覚障害者向けのペン
入力による電子カルテシステムの開発を行
い、国立障害者リハビリテーションセンター
での実証実験、東京都生活支援センターでは
教材として提供してきた。当然のことながら、
電子カルテシステムを使用するためにはパ
ソコンなどの情報端末が問題なく利用でき
る必要がある。しかしながら、視覚障害者の
「就労支援訓練」の実態を知った時に、支援
員の不足等で基礎的な
させることは容易でないということが改め
て浮かび上がってきた。
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１．研究開始当初の背景
全国には約 30
自立した生活を営み、就労するためには、単
独歩行やパソコン利用などの日常生活に関
する訓練（以下、生活訓練）が必要である。
生活訓練を必要とする障害者は、一般的には
障害等級 1・2級といわれ、その割合は
程度である。つまり、約
生活訓練を受けるべき状況にある。
生活訓練機関は全国で
大阪などの大都市圏には、複数機関が設置、
支援員も複数人が配置されており、毎日訓練
を受けることも可能な状況にある。一方それ
以外の地域では、各県１ヶ所程度であるが、
東北６県では仙台市のみに設置されている
地域が存在するなど、地域格差が激しい。ま
た支援員についても、その多くが１名程度で
あり、高知県では１名で県下全域を対象に訪
問による訓練を実施している機関もある。こ
の状況は、地域により自立までに時間を要し
たり、就労に結びつかないなどの地域格差が
生じるとともに、生活全般の質を低下させて
いるといえる。 

図１生活訓練施設の設置状況

一方、平成 25
雇用促進法」では、企業は２％の障害者を社
員として雇用せねばならないとしている。視
覚障害者の多くは、事務職員等として雇用さ
れているのが実態であるため、パソコン操作
などの ITスキルの獲得は必須となっている。

研究者はこれまで、視覚障害者向けのペン
入力による電子カルテシステムの開発を行
い、国立障害者リハビリテーションセンター
での実証実験、東京都生活支援センターでは
教材として提供してきた。当然のことながら、
電子カルテシステムを使用するためにはパ
ソコンなどの情報端末が問題なく利用でき
る必要がある。しかしながら、視覚障害者の
「就労支援訓練」の実態を知った時に、支援
員の不足等で基礎的な
させることは容易でないということが改め
て浮かび上がってきた。
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１．研究開始当初の背景 
30 万人の視覚障害者がいる。

自立した生活を営み、就労するためには、単
独歩行やパソコン利用などの日常生活に関
する訓練（以下、生活訓練）が必要である。
生活訓練を必要とする障害者は、一般的には

級といわれ、その割合は
程度である。つまり、約 18 万人の障害者は
生活訓練を受けるべき状況にある。
生活訓練機関は全国で70ヶ所
大阪などの大都市圏には、複数機関が設置、
支援員も複数人が配置されており、毎日訓練
を受けることも可能な状況にある。一方それ
以外の地域では、各県１ヶ所程度であるが、
東北６県では仙台市のみに設置されている
地域が存在するなど、地域格差が激しい。ま
た支援員についても、その多くが１名程度で
あり、高知県では１名で県下全域を対象に訪
問による訓練を実施している機関もある。こ
の状況は、地域により自立までに時間を要し
たり、就労に結びつかないなどの地域格差が
生じるとともに、生活全般の質を低下させて
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25 年度に改正された「障害者
雇用促進法」では、企業は２％の障害者を社
員として雇用せねばならないとしている。視
覚障害者の多くは、事務職員等として雇用さ
れているのが実態であるため、パソコン操作

スキルの獲得は必須となっている。

研究者はこれまで、視覚障害者向けのペン
入力による電子カルテシステムの開発を行
い、国立障害者リハビリテーションセンター
での実証実験、東京都生活支援センターでは
教材として提供してきた。当然のことながら、
電子カルテシステムを使用するためにはパ
ソコンなどの情報端末が問題なく利用でき
る必要がある。しかしながら、視覚障害者の
「就労支援訓練」の実態を知った時に、支援
員の不足等で基礎的な IT スキルを身に付け
させることは容易でないということが改め
て浮かび上がってきた。 
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万人の視覚障害者がいる。
自立した生活を営み、就労するためには、単
独歩行やパソコン利用などの日常生活に関
する訓練（以下、生活訓練）が必要である。
生活訓練を必要とする障害者は、一般的には

級といわれ、その割合は 60
万人の障害者は

生活訓練を受けるべき状況にある。 
ヶ所1)ある。東京、

大阪などの大都市圏には、複数機関が設置、
支援員も複数人が配置されており、毎日訓練
を受けることも可能な状況にある。一方それ
以外の地域では、各県１ヶ所程度であるが、
東北６県では仙台市のみに設置されている
地域が存在するなど、地域格差が激しい。ま
た支援員についても、その多くが１名程度で
あり、高知県では１名で県下全域を対象に訪
問による訓練を実施している機関もある。こ
の状況は、地域により自立までに時間を要し
たり、就労に結びつかないなどの地域格差が
生じるとともに、生活全般の質を低下させて
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年度に改正された「障害者
雇用促進法」では、企業は２％の障害者を社
員として雇用せねばならないとしている。視
覚障害者の多くは、事務職員等として雇用さ
れているのが実態であるため、パソコン操作

スキルの獲得は必須となっている。

研究者はこれまで、視覚障害者向けのペン
入力による電子カルテシステムの開発を行
い、国立障害者リハビリテーションセンター
での実証実験、東京都生活支援センターでは
教材として提供してきた。当然のことながら、
電子カルテシステムを使用するためにはパ
ソコンなどの情報端末が問題なく利用でき
る必要がある。しかしながら、視覚障害者の
「就労支援訓練」の実態を知った時に、支援

スキルを身に付け
させることは容易でないということが改め
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万人の視覚障害者がいる。
自立した生活を営み、就労するためには、単
独歩行やパソコン利用などの日常生活に関
する訓練（以下、生活訓練）が必要である。
生活訓練を必要とする障害者は、一般的には

60％
万人の障害者は

ある。東京、
大阪などの大都市圏には、複数機関が設置、
支援員も複数人が配置されており、毎日訓練
を受けることも可能な状況にある。一方それ
以外の地域では、各県１ヶ所程度であるが、
東北６県では仙台市のみに設置されている
地域が存在するなど、地域格差が激しい。ま
た支援員についても、その多くが１名程度で
あり、高知県では１名で県下全域を対象に訪
問による訓練を実施している機関もある。こ
の状況は、地域により自立までに時間を要し
たり、就労に結びつかないなどの地域格差が
生じるとともに、生活全般の質を低下させて

年度に改正された「障害者
雇用促進法」では、企業は２％の障害者を社
員として雇用せねばならないとしている。視
覚障害者の多くは、事務職員等として雇用さ
れているのが実態であるため、パソコン操作

スキルの獲得は必須となっている。 

研究者はこれまで、視覚障害者向けのペン
入力による電子カルテシステムの開発を行
い、国立障害者リハビリテーションセンター
での実証実験、東京都生活支援センターでは
教材として提供してきた。当然のことながら、
電子カルテシステムを使用するためにはパ
ソコンなどの情報端末が問題なく利用でき
る必要がある。しかしながら、視覚障害者の
「就労支援訓練」の実態を知った時に、支援

スキルを身に付け
させることは容易でないということが改め

２．研究の目的
そこで、本研究では視覚障害者の自立や
労に必要な「就労支援訓練」のプログラムの
うち、パソコン操作に関する項目について、
利用者が自宅でも学習可能な環境を提供し、
支援員が遠隔地からサポートできる仕組み
を構築する。これにより、視覚障害者が、自
ら必要とする支援プログラムを種々選択し、
自らの生活状況に適した技術習得が、いつで
もどこでも可能となる。開発するシステムに
ついては、東京都視覚障害者生活支援センタ
ーを中心に実証実験を行い、全国の支援セン
ターへの波及を図る。
 
３．研
本研究を実践するにあたりパソコン操作
について遠隔支援ができる仕組み作りを
初に行う。具体的には、
提供する
Lea
し、
供する。
しかしながら、
イピング、画面読み上げソフトであるスクリ
ーンリーダを利用したコンピュータの基本
操作、
要である。まずは、これらを導入教育として
実施するプログラムを構築する。

 

 
その後、
ケーションに対応した操作方法を学習する
コンテンツを搭載し、システム全体の有効性
を検証する。利用者が、
した内容は、システム上に蓄えられる。
支援者が、それらの結果を閲覧し、コメント
バックすることで利用者の理解を手助けす
ることはもちろん、利用者の孤立感を緩和す
る効果もあると考える。
支援者が十分に配置されていない地域に
おいても、自分の進度や理解度に合わせて適
切なアドバイスを受けることが可能となり、
視覚障害者の就労支援につながる。
 
本研究の最大の特徴は、利用者と支援者
結びつきによる学習効果の向上であると考
える。
サポートが常に提供できれば素晴らしいが、
利用者と支援者のマッチングが大きな負荷
となる。本システムでは、利用者・支援者と
もに自分の都合の良い時にシステムを通じ
たコミュニケーションを図ることで、それぞ

、ＣＫ－１９（共通）

２．研究の目的
そこで、本研究では視覚障害者の自立や
労に必要な「就労支援訓練」のプログラムの
うち、パソコン操作に関する項目について、
利用者が自宅でも学習可能な環境を提供し、
支援員が遠隔地からサポートできる仕組み
を構築する。これにより、視覚障害者が、自
ら必要とする支援プログラムを種々選択し、
自らの生活状況に適した技術習得が、いつで
もどこでも可能となる。開発するシステムに
ついては、東京都視覚障害者生活支援センタ
ーを中心に実証実験を行い、全国の支援セン
ターへの波及を図る。

３．研究の方法
本研究を実践するにあたりパソコン操作
について遠隔支援ができる仕組み作りを
初に行う。具体的には、
提供する Office365
arning Management System
し、Word、Excel
供する。 
しかしながら、
イピング、画面読み上げソフトであるスクリ
ーンリーダを利用したコンピュータの基本
操作、WEB ブラウジングのスキルが最低限必
要である。まずは、これらを導入教育として
実施するプログラムを構築する。
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２．研究の目的 
そこで、本研究では視覚障害者の自立や
労に必要な「就労支援訓練」のプログラムの
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ら必要とする支援プログラムを種々選択し、
自らの生活状況に適した技術習得が、いつで
もどこでも可能となる。開発するシステムに
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れのモチベーションを向上させる働きがあ
ると考える。これらから得られた知見は、視
覚障害者の支援方法の質的転換であり、地域
格差を解消し、視覚障害者の就労支援につな
げることのできる一示唆となりうる。
中途視覚障害者の生活支援を遠隔から支
援する取り組みは、地方組織においても例が
ある。
本研究の取り組みでは，中途視覚障害者へ
の支援実績があり、専門支援員が多い東京都
視覚障害者生活支援センターを中心に，全国
の中途視覚障害者に対する遠隔支援プログ
ラムの構築をすることにある。これにより、
支援員が十分に配置されていない地域にお
いても、余力のある地域の支援員を補助に回
すことも可能である。また、支援者として生
活訓練士のみならず、一般のボランティアや
生活機器操作に慣れた視覚障害者を登用す
ることができる。
つまり、本研究を通じて、支援員不足によ
る地域格差が解消され、
した技術習得方法をいつでもどこでも必要
な利用が可能となる。また自ら必要とする支
援方法を選択することが可能となる。
支援員として活動する中途視覚障害者に対
して，他の障害者の支援も可能にし，自分自
身の生き甲斐となることが期待される。この
システムを通じたコミュニティーを形成す
ることなど卓越した成果が期待できる。
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ンでの課題出題や管理を実現する
である（図
がファイルをアップロードできる．サイト上
のライブラリに就労訓練に必要なファイル
をアップし，学習者の
を行うことで課題を配布，訓練の進行具合を
確認する．ただし，基本的には学習者が直接
このサイトにアクセスすることはなく，支援
者が学習者への課題配布や訓練状況の確認
に用いる．
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